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以
前
よ
り
西
組
か
ら
要
望
が

あ

っ
た
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
が

こ
の
度
黒
石
公
園
の
一
角
に
設

置
さ
れ
ま
し
た

。
住
民
の
皆
さ

ん
は
今
ま
で
は

、
他
の
組
の
遠

い
場
所
ま
で
行
か
れ
て
い
た
そ

う
で

、
大
幅
に
援
和
さ
れ
る
こ

と
と
な
り

、
大
変
喜
ん
で
お
ら

れ
ま
し
た

。
内
田
班
長
さ
ん
を

中
心
に

、
掃
除
当
番
な
ど
早
々

に
決
ま

っ
て

、
一
〇
月
一
日
か

　
去
る
九
月
二
〇
日
の
敬
老
の
日
に
催
さ
れ
ま
し

た
黒
石
団
地
区
敬
老
会
に
は

、
団
地
区
内
の
七
五

歳
以
上
の
高
齢
者

、
八
六
人
が
出
席
さ
れ
ま
し
た

　
大
住
清
昭
町
長
ほ
か

、
多
数
の
ご
来
賓
の
皆
様

が
御
祝
い
に
駆
け
つ
け
て
い
た
だ
き

、
盛
大
に
開

催
さ
れ
ま
し
た

。

　
吉
岡
婦
人
部
長
の
開
会
の
辞
で
始
ま

っ
た
式
は

子
ど
も
会
の
総
勢
三
〇
人
の
合
唱
で
演
芸
会
の
幕

が
落
と
さ
れ

、
日
舞
や
フ
ラ
ダ
ン
ス

、
舞
踊

、
奇

術

、
コ
ー
ラ
ス
な
ど
例
年
に
増
し
て

、
熱
の
こ
も

っ
た
演
技
に
多
く
の
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た

。
今

年
は
ジ

ュ
ニ
ア
花
華
拳
の
子
供
達
の
ダ
ン
ス
も
新

た
に
登
場
し
て
会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し

た

。
こ
れ
も
一
ヶ
月
以

上
も
前
か
ら
準
備
に
取

り
か
か

っ
た
婦
人
部
を

中
心
に

、
文
化
部
･
体

育
部
･
悠
々
ク
ラ
ブ
・

自
衛
消
防
団
の
方
々
の

協
力
の
お
か
げ
で
す

。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た

。
今
年
も

敬
老
会
を
縁
の
下
で
支

え
て
い
た
だ
き
ま
し
た

　
区
と
し
て
は
来
年
も

続
け
る
方
向
で
検
討
中

で
す

。

自
衛
消
防
団
・
区
役
員

　
　
　
総
勢
約
四
五
名
で
実
施

　
八
月
三
〇
日
九
州
に
上
陸
し
た
台
風
十
八
号
は

黒
石
団
地
で
も
家
屋
な
ど
に
大
変
な
被
害
を
被
り
ま

し
た

。
屋
根
の
か
わ
ら

、
車
庫
の
タ
キ
ロ
ン

、
雨
ど

い
な
ど
大
量
の
災
害
ご
み
が
出
た
家
庭
で
は
山
積
み

に
な
り

、
処
分
に
困

っ
て
い
ま
し
た

。

　
区
で
は
自
衛
消
防
団
と
共
同
で

、
九
月
十
二
日
に

ご
み
収
集
作
業
を
実
施
し
ま
し
た

。
各
組
の
組
長
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
行
し
て
団
地
内
を
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
ン
ト
ラ
ッ
ク
六
台
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
軽
ト
ラ
ッ
ク
九
台
分
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
み
を
集
め
ま
し
た

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
回
に
限

っ
て

、
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
当
局
で
近
所
に
捨
て
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
設
置
し
て
い
た
だ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
こ
と
で

、
よ
り
早
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ピ
ス
ト
ン
輸
送
が
で
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

、
迅
速
な
対
応
が
で
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
し
た

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
区
民
の
皆
様
か
ら
感

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
謝
の
言
葉
を
い
た
だ
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
し
た

。

南
三
班
の
私
道
の
檜
 
伐
採
作
業

　
　
　
　
　
　
南
三
班
の
田
代
方
前
私
道

　
　
　
　
　
は
檜
が
生
い
茂
り
昼
間
で
も

　
　
　
　
　
薄
暗
い
状
態
が
続
い
て

、
周

　
　
　
　
　
辺
住
民
の
皆
さ
ん
は
大
変
迷

惑
さ
れ
て
い
ま
し
た

。
区
に
伐
採
依
頼
の

再
三
の
要
請
も
あ
り

、
地
主
と
交
渉
し

、

一
〇
月
九
日

、
自
衛
消
防
団
に
依
頼
し
て

伐
採
作
業

（
午
後
四
時
ま
で

）
を
し
て
も

ら
い
ま
し
た

。

　
バ
ケ
ッ
ト
リ
フ
ト
車
と
チ

ェ
ン
ソ
ー
で

高
所
の
枝
を
切
り
落
と
し

、
道
路
が
大
変

明
る
く
な
り

、
住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
感
謝

さ
れ
ま
し
た

。

　
　
ら
共
用

開
始
と
な
り

ま
し
た

。
公

園
内
設
置
の

た
め

、
よ
く

ゴ
ミ
出
し
ル

ー
ル
を
守

っ

て

、
末
永
く

利
用
し
て
下

さ
い

。

行事経過報告（８月～９月）
●会　議
    ８月　役員会議（２日）・地区魅力化会議（１０日）
             広報委員会（１１日）・第４回運営委員会（１８日）
     ９月　役員会議（１日）・第５回運営委員会（８日）
             地区魅力化会議（２２日）・三役会（２９日）

●行　事
　　８月　 夏まつり（７日）
　   ９月　 敬老会（２２日）

●主な区内要望事項の処理
　　９月　 カーブミラー3基申請（１０日）
              消防ホース格納庫２基申請（14日）
              西組黒石公園脇にゴミステーション設置（２６日）

●臨時行事
　　９月　台風１８号災害ゴミ収集作業（１２日）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（区役員・自衛消防団）
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平成１６ 年度は、４０ 班中

２６ 班が班長と 防護委員を

兼ねています。

◎黒石コミュニティーの行事

全般（ 体育祭・ 球技大会

など）・ 文化祭の開催
◎夏まつり・ 敬老会の応援

※ふれあいｳｫ ｸーは廃止

◎従来通り、敬老会の開催

◎夏まつり・ 文化祭の応援

区の組織と は別に、 夏祭り 専門の区の
任意団体を立ち上げる。 区から助成金を
拠出する。

② 各種サークルの使用

区 分 使用料（円）

１階会議室

２ 階 和 室

調 理 室

大

小

600
600
600 500

500
500

全室

400
400
400

午 前

午 前

午 前

午 後

午 後

午 後

夜 間

夜 間

夜 間

※午前は、 9時00分から13時00分
※午後は、13時00分から17時00分
※夜間は、17時00分から2１時00分までとする。

※黒石団地区外の利用者は､上記利用料の

1.5倍とする。

800
800

800

　

「
高
齢
化
の
た
め

、
自
治
会
活
動
の

統
廃
合
を
考
え
て
ほ
し
い

。

」
と
い
う

要
望
が

、
た
び
た
び
自
治
会
に
寄
せ
ら

れ
る
よ
う
に
な
り

、
役
員
会
で
検
討
し

た
結
果

、
左
記
の
よ
う
な
組
織
改
編
案

を
臨
時
総
会
に
提
案
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す

。

●
五
組
織
の
役
員
を
三
組
織
に
統
合

●
夏
ま
つ
り
実
行
委
員
会
の
創
設

夜
店
出
店
者
な
ど
を
中
心
に

、
広

く
区
全
体
に
参
加
を
呼
び
か
け
る

敬
老
会
→
婦
人
部

、

文
化
祭
→
行
事
部

※公民館使用申し込みの時に、公民館主事より下の利用券を購入して下さい。

※公民館使用後、使用簿を記入して、利用券は、利用券回収ボックスに入れて下さい。

※定期的に使用されるサークルは、まとめて購入をお願いします。

　
平
成
一
六
年
四
月
よ
り

、
文
化
セ
ン
タ
ー
の
使
用
が
有
料

化
さ
れ
ま
し
た

。

　
こ
れ
ま
で
は

、
私
た
ち
の
黒
石
団
地
学
習
セ
ン
タ
ー

（
公

民
館

）
は
新
築
後
で

、
補
修
も
あ
ま
り
な
く

、
区
の
予
算
も

報
償
金
の
収
入
な
ど
で
余
裕
が
あ
り
ま
し
た
の
で

、
一
部
の

学
習
塾
･
教
室
以
外
は

、
区
民
の
皆
様
が
使
用
さ
れ
る
サ
ー

ク
ル
活
動
な
ど
に
は

、
ほ
と
ん
ど
料
金
を
徴
収
し
て
い
ま
せ

ん
で
し
た

。

　
し
か
し
来
年
度
以
降
は
壁
の
塗
装
工
事
を
計
画
な
ど

、
徐

々
に
補
修
が
必
要
に
な

っ
て
き
ま
す
し

、
納
税
組
合
報
償
金

も
無
く
な
り
ま
す
の
で

、
利
用
時
間
は
文
化
セ
ン
タ
ー
と
ほ

ぼ
同
等
に

、
料
金
シ
ス
テ
ム
は
現
行
規
定
よ
り
も
値
下
げ
し

た
左
記
の
よ
う
な
利
用
料
金
に
改
め

、
公
民
館
を
利
用
さ
れ

る
各
種
サ
ー
ク
ル
の
皆
様
方
か
ら
も
料
金
を
徴
収
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す

。
そ
し
て
公
民
館
の
補
修
整
備
費

用
の
一
部
に
充
当
し
た
い
と
考
え
て
ま
す

。

　
去
る
四
月
一
八
日
の
平
成
一
六
年
度
通
常

総
会
に
於
い
て

、
旧
公
民
館
の
処
分
に
つ
い

て
質
問
が
あ
り
ま
し
た

。

　
同
建
物
は

、
現
在
書
道
教
室
が
使
用
し
て

い
る
だ
け
で

、
老
朽
化
も
進
み

、
管
理
上
問

題
が
多
い
た
め

、
役
員
会
で
は
売
却
の
方
向

で
検
討
し
て
き
ま
し
た

。
臨
時
総
会
に
左
記

の
売
却
案
を
提
案
い
た
し
ま
す

。

●
原
則
と
し
て
黒
石
団
地
区
住
民
に
売
却
す

　
る

。

●
購
入
希
望
者
が
複
数
の
場
合
は

、
入
札
を

　
す
る

。

臨 時 総 会 で
売 却 を 承 認

購入希望者を募る

購入希望者が
複数の場合は入札

購入希望者と
契約・売却

平成１７年度
通常総会に報告

日
時
・
場
所

●
十
一
月
二
八
日

（
日

）

　
　
　
 
 
 

午
前
十
時
か
ら
十
二
時

●
黒
石
団
地
区
公
民
館

議
　
　
事

○
組
織
の
改
編
に
伴
い
自
治
会
運
営
規
則

　
の
改
正

○
公
民
館
利
用
料
金
一
部
変
更
等
に
伴
い

　
黒
石
団
地
区
公
民
館
運
営
に
つ
い
て
の

　
改
正

○
旧
公
民
館
売
却
案
の
承
認
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